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『
古
文
孝
経
孔
安
国
伝
』
（
以
下
、
『
孔
伝
』
と
略
称
）
は
、
孔

子
壁
中
書
で
あ
る
古
文
『
孝
経
』
に
孔
安
国
が
伝
を
附
し
た
も
の
、

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
、
「
孝
経
古
孔

氏
一
篇
」
と
あ
る
の
み
で
、
孔
安
国
が
『
孝
経
』
に
伝
を
附
し
た
、

と
の
明
確
な
記
載
は
無
い
。
以
下
、
『
孔
伝
』
の
流
伝
を
略
説
す
る

と
、
六
朝
期
に
伝
わ
っ
て
い
た
『
孔
伝
』
は
梁
末
の
乱
に
亡
侠
し
、

そ
の
後
、
隋
代
に
至
り
、
秘
書
監
王
勁
が
京
師
に
こ
れ
を
得
て
、

劉
妓
が
校
定
し
た
も
の
が
学
官
に
立
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ま
た

五
代
の
乱
に
亡
侠
し
た
。
こ
う
し
て
、
彼
土
で
亡
ん
だ
『
孔
伝
』

で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
太
宰
純
が
日
本
伝
来
の
写
本
を
校
定
し
、

そ
れ
が
清
代
に
逆
輸
入
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
現
在
通
行
し
て
い
る

『
孔
伝
』
で
あ
る
（
注
1)°

こ
の
複
雑
な
流
伝
か
ら
、
原
行
本
『
孔

伝
』
は
偽
撰
で
あ
る
と
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

は
じ
め
に

『
古
文
孝
経
孔
安
国
伝
』

現
在
に
至
る
も
『
孔
伝
』
の
研
究
は
成
立
に
関
す
る
研
究
に
止
ま

り
、
そ
の
思
想
的
研
究
は
殆
ど
進
展
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。

筆
者
は
、
先
に
『
孔
伝
』
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
、
東
晋
の

元
帝
期
以
後
、
梁
の
武
帝
期
以
前
に
現
行
本
『
孔
伝
』
が
成
立
し

た
と
の
結
論
に
至
っ
た
（
注
2
)
0

『
孔
伝
』
は
、
少
な
く
と
も
六
朝
期
に
お
け
る
『
孝
経
』
理
解

に
つ
い
て
伝
え
る
資
料
で
あ
り
、
ま
た
筆
者
の
考
え
に
よ
る
と
、

君
臣
関
係
と
父
子
関
係
と
を
い
か
に
整
合
さ
せ
る
か
、
と
い
う
問

題
に
対
す
る
六
朝
前
期
に
お
け
る
一
解
答
を
示
す
資
料
と
し
て
、

分
析
さ
れ
、
研
究
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
『
孔
伝
』
が
そ
の
内
部
に
お
い
て
設
定
す

る
「
孝
」
・
「
忠
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸
徳
目
間
の
関
係
と
、
こ
れ

ら
諸
徳
目
が
実
際
に
機
能
す
る
場
で
あ
る
人
間
関
係
に
つ
い
て
、

ま
た
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の
徳
目
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

に
つ
い
て
考
察
し
、
『
孔
伝
』
の
設
定
す
る
徳
目
間
の
構
造
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

に
お
け
る
徳
目
間
の
関
係
構
造佐
野

大

介

(24) 
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第
一
節

第 な
お
、
本
稿
で
は
―
つ
の
徳
目
の
表
記
を
三
種
類
使
用
す
る
。

例
え
ば
、
孝
を
「
概
念
と
し
て
」
、
「
孝
」
を
「
経
や
伝
よ
り
の
引

用
と
し
て
」
、
〈
孝
〉
を
「
本
稿
で
設
定
す
る
子
か
ら
父
へ
の
規
範

的
命
題
（
孝
）
の
発
現
形
態
と
し
て
」
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

『
孔
伝
』
の
双
方
向
的
視
点

孝
と
い
う
徳
目
は
、
基
本
的
に
子
か
ら
親
（
父
）
へ
と
い
う
指

向
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
和
3)°

こ
れ
に
対
し
て
忠
は
、
臣
か

ら
君
へ
の
指
向
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
（
注
4)°

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
二
者
の
徳
目
は
、
下
位
者
（
子
・
臣
）
か
ら
上
位
者
（
父
・
君
）

に
向
か
う
徳
目
と
い
う
点
で
は
同
様
で
あ
る
が
、
実
際
に
機
能
す

る
人
間
関
係
の
場
を
異
に
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

『
孔
伝
』
（
注
5
)
に
は
、
「
強
烈
な
君
主
中
心
的
・
国
家
中
心
的
性

格
」
（
林
秀
一
氏
『
孝
経
』
「
解
説
」
明
徳
出
版
社
昭
和
五
十
四

年
）
を
持
つ
と
い
う
評
価
が
あ
る
。
そ
の
―
つ
の
要
因
と
し
て
、

経
が
「
孝
」
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
箇
所
に
対
し
て
、
伝
が
「
孝
」

だ
け
で
な
く
「
忠
」
に
つ
い
て
も
述
べ
る
箇
所
、
換
言
す
る
と
、

父
子
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
経
か
ら
逸
脱
し
て
君
臣
関
係
に
ま
で

言
及
し
て
い
る
箇
所
が
散
見
す
る
こ
と
、
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
孔
伝
』
に
お
け
る
二
軸
の
人
間
関
係

な

こ

れ

あ

【
経
】
孝
に
終
始
亡
く
し
て
、
患
及
ば
ざ
る
者
は
未
だ
之
有
ら

ざ
る
な
り
。
（
孝
平
章
第
七
）

な

な

な

【
伝
】
…
…
故
に
、
君
と
為
り
て
恵
、
父
と
為
り
て
慈
、
臣
と
為

な

り
て
忠
、
子
と
為
り
て
順
、
此
の
四
者
は
人
の
大
節
な
り
。

あ

な

大
節
身
に
在
ら
ば
、
小
過
有
る
と
雖
も
不
孝
と
為
ら
ず
。
君

な

な

な

な

と
為
り
て
虐
、
父
と
為
り
て
暴
、
臣
と
為
り
て
不
忠
、
子
と
為

り
て
不
順
、
此
の
四
者
は
人
の
大
失
な
り
…
…
。
ぜ

こ

れ

【
経
】
〔
孝
は
〕
天
地
の
経
に
し
て
、
而
し
て
民
是
と
し
て
之

に
則
る
。
（
三
才
章
第
八
）

【
伝
】
是
と
し
て
は
、
此
の
誼
を
是
と
す
る
な
り
。
則
と
は
、

法
な
り
。
百
姓
を
治
安
す
る
は
、
人
君
の
則
な
り
。
家
事
を

訓
護
す
る
は
父
母
の
則
な
り
。
諫
争
し
て
節
に
死
す
る
は
臣

下
の
則
な
り
。
力
を
尽
し
て
善
＜
養
う
は
子
婦
の
則
な
り
。

人
君
其
の
則
を
易
え
ず
。
故
に
、
百
姓
説
ぶ
。
父
母
其
の

則
を
易
え
ず
。
故
に
、
家
事
脩
ま
る
。
臣
下
其
の
則
を
易

あ
や
ま
ち

え
ず
。
故
に
、
主
に
慰
無
し
…
…
。

こ
れ
ら
の
箇
所
は
、
経
の

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
見

見
受
け
ら
れ
る
。
『
孔
伝
』
は
、

し
な
い
君
臣
関
係
に
ま
で
言
及

「
君
主
中
心
的
・
国
家
中
心
的
」
に

孝
と
忠
と
が
同
一
の
理
論
的
根
拠

試
み
に
引
用
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

(25) 
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を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
そ
の
認
識
か
ら
、
経

の
言
及
し
な
い
「
忠
」
に
つ
い
て
言
及
し
う
る
、
と
い
う
認
識
の

上
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
、
と
予
想
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
箇
所
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
ひ
と
り
そ
の
点
の
み
で
は
な
い
。

こ
の
箇
所
に
お
い
て
、
他
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
君
・
臣
・

父
・
子
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
各
お
の
に
徳
目
を
設
定
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
経
が
子
か
ら
父
へ
と
い
う
視
点
の

み
有
す
る
の
に
対
し
て
、
『
孔
伝
』
は
父
か
ら
子
へ
．
君
か
ら
臣
ヘ
・

臣
か
ら
君
へ
と
い
う
三
つ
の
視
点
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
に
、
孝
平
章
第
七
で
は
、
君
に
「
恵
」
、
父
に
「
慈
」
、
臣
に
「
忠
」
、

子
に
「
順
」
と
い
う
徳
目
が
個
別
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
君
・
父
と

い
う
上
位
者
に
も
、
対
置
さ
れ
る
下
位
者
に
対
す
る
徳
目
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
儒
家
に
お
い
て
は
、
各
お
の
の
分
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
徳
目
を
設
定
す
る
の
は
常
套
手
段
と
い
え
る
。
し
か

し
、
こ
の
伝
は
「
孝
」
に
つ
い
て
述
べ
た
経
に
附
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
伝
で
他
の
徳
目
に
ま
で
説
き
及
ぶ
必
要
性
は
認
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
、
『
孔
伝
』
が
「
君
主
中
心
的
」
（
注
6
)
で
あ
ら
ん
と
し
た
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
孝
」
の
解
釈
に
君
か
ら
臣
ヘ
・
父
か
ら
子
へ

と
い
う
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
視
点
を
加
え
る
必
要
は
な
い
。

「
忠
」
の
み
を
付
加
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
「
忠
」
の
み
の
付

加
な
ら
ば
、
『
孝
経
』
経
自
身
の
論
旨
と
も
一
致
し
、
自
然
な
論
旨

翠
孝
由

園
↑
忠
ー
園

『経』

国
麟
□

『
孔
伝
』

図
麟
呂

展
開
に
思
わ
れ
る
（
こ
の
点
は
後
に
詳
述
）
。
だ
が
、
こ
こ
で
『
孔

伝
』
は
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
徳
目
を
加
え
、
規
範
的
徳
目
を

双
方
向
的
に
設
定
し
て
い
る
。
『
孝
経
』
経
に
「
孝
を
忠
に
移
す
傾

向
」
が
見
ら
れ
る
た
め
、
『
孔
伝
』
に
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
の
は
否

定
し
得
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
孔
伝
』
は
意
図
的
に
「
君
主
中

心
的
」
に
撰
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
「
君
主
中
心
的
・
国
家
中
心

的
」
と
は
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
す
る
徳
目
の
み
に
注
目
し

た
結
果
で
あ
り
、
『
孔
伝
』
の
有
す
る
双
方
向
的
人
間
関
係
の
構
造

の
一
面
の
み
を
強
調
し
た
評
価
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
『
孔
伝
』
の
思
想
的
特
色
と
し
て
、
『
孝
経
』

経
が
、
主
に
「
孝
」
に
つ
い
て
述
べ
、
時
折
「
忠
」
に
つ
い
て
言

及
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
徳
目
を
極
め
て
片
務
的
に
説
く
の
に
対

し
て
、
『
孔
伝
』
は
君
・
父
・
臣
・
子
と
い
う
四
者
そ
れ
ぞ
れ
に
徳
目

を
要
求
し
て
お
り
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
の
人
間
関
係
た
る
父
子
・
君

臣
と
い
う
二
軸
に
お
い
て
、
双
方
向
的
な
視
点
を
持
つ
と
い
え
よ

う
（
次
図
）
。

(26) 
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第
二
節

徳
目
間
の
関
係

で
は
、
こ
の
四
種
の
徳
目
は
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
規
範
的
命
題
と
し
て
要
求
さ

れ
る
所
以
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
本
稿
で
は
仮
に
、
子
か

ら
父
へ
の
徳
目
で
あ
る
孝
の
う
ち
、
現
実
に
発
現
し
て
対
方
の
利

益
と
な
る
よ
う
な
態
度
・
行
為
を
〈
孝
〉
と
表
記
す
る
。
ま
た
、
同

よ
う
に
、
君
か
ら
臣
へ
の
そ
れ
を
〈
恵
〉
、
父
か
ら
子
へ
の
そ
れ
を

〈
慈
〉
、
臣
か
ら
君
へ
の
そ
れ
を
〈
忠
〉
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

先
ず
、
〈
慈
〉
と
〈
孝
〉
と
・
〈
恵
〉
と
〈
忠
〉
と
の
関
係
構
造

が
読
み
と
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
伝
を
挙
げ
る
。

【
経
】
故
に
、
孝
を
以
て
君
に
事
う
れ
ば
、
則
ち
忠
。
（
士
章
第

五）
【
伝
】
孝
と
は
、
子
婦
の
高
行
な
り
。
忠
と
は
、
臣
下
の
高
行

な
り
。
父
母
教
え
て
理
を
得
れ
ば
、
則
ち
子
婦
孝
な
り
。

子
婦
孝
な
る
は
、
則
ち
親
の
安
ん
ず
る
所
な
り
。
能
＜
孝
を

尽
し
て
、
以
て
親
に
順
な
れ
ば
、
則
ち
親
に
当
た
る
。
親
に

当
た
れ
ば
、
則
ち
美
名
彰
ら
か
な
り
。
人
君
寛
に
し
て
虐

な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
臣
下
忠
な
り
。
臣
下
忠
な
る
は
、
則

ち
君
の
用
う
所
な
り
。
能
く
忠
を
尽
し
て
以
て
上
に
事
う
れ

ば
、
則
ち
君
に
当
た
る
。
に
当
た
れ
ば
、
則
ち
爵
禄
至
る
。

是
の
故
に
、
人
臣
の
節
を
執
り
て
、
以
て
親
に
事
う
れ
ば
、

其
の
孝
、
知
る
べ
き
な
り
。
親
に
事
う
る
の
道
を
操
り
て
、

以
て
君
に
事
う
れ
ば
、
其
の
忠
、
必
ず
せ
り
。

こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
上
位
者
た
る
父
母
か
ら
見
る
と
、
「
父

母
教
え
て
理
を
得
」
れ
ば
、
「
則
ち
子
婦
孝
」
な
の
で
あ
っ
て
、
決

し
て
無
条
件
に
孝
を
要
求
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
が
解
る
。

ま
た
、
同
様
に
君
か
ら
も
、
臣
下
に
忠
を
要
求
す
る
に
は
、
「
人
君

寛
に
し
て
虐
な
ら
ざ
」
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

同
様
の
例
は
、
父
母
生
績
章
第
十
に
も
見
え
る
。

【
経
】
父
母
之
を
生
む
。
績
、
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
君

こ
れ

親
と
し
て
之
に
臨
む
。
厚
き
こ
と
焉
よ
り
重
き
は
莫
し
。

（
父
母
生
績
章
第
十
一
）

こ
れ

【
伝
】
績
と
は
、
功
な
り
。
父
母
の
子
を
生
む
、
之
を
撫
し
之

こ

れ

こ

れ

を
育
す
。
之
を
雇
し
之
を
復
す
。
攻
苦
の
功
、
焉
よ
り
大

ぁ

い
な
る
者
莫
き
な
り
。
君
親
の
愛
有
り
て
、
其
の
子
を
臨

長
す
。
恩
情
の
厚
き
、
焉
よ
り
重
き
者
莫
き
な
り
。
凡
そ

上
の
下
に
施
す
所
の
者
厚
け
れ
ば
、
則
ち
下
の
上
に
報
い

る
も
亦
た
厚
し
。
厚
薄
の
報
、
各
お
の
其
の
施
す
所
に
従

む
さ
ぽ

う
。
薄
く
施
し
て
厚
く
餓
る
は
、
君
と
雖
も
之
を
臣
に
得

る
能
わ
ず
、
父
と
雖
も
子
に
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
民
の

(27) 
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き
に
従
う
は
、
猶
お
飢
の
食
を
求
め
、
寒
の
衣
を
欲
す
る

こ

れ

こ

れ

が
ご
と
し
。
厚
け
れ
ば
則
ち
之
に
帰
し
、
薄
け
れ
ば
則
ち
之

を
去
る
は
、
由
り
て
然
る
有
る
な
り
。

こ
こ
で
は
、
親
の
恩
の
厚
き
こ
と
を
力
説
し
な
が
ら
も
、
「
上
の

下
に
施
す
所
の
者
厚
け
れ
ば
、
則
ち
下
の
上
に
報
い
る
も
亦
た
厚

し
」
と
し
て
、
下
位
よ
り
の
「
報
」
は
、
上
位
か
ら
の
「
施
」
に

比
例
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
、
「
施
」
と
「
報
」
と
は
、
そ
の
指

向
性
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
〈
慈
〉
・
〈
恵
〉
と
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
と
を

含
む
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
上
位
者
が
無
条
件
で
下
位
者
に
対
し
て
「
報
」
を
要

求
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
見
こ
れ
ら
二
軸
の
関
係
は
双
務
的
な
も
の
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
森
熊
男
氏
は
、
『
礼
記
』
の
例
を
あ
げ
、
「
子

は
孝
、
臣
は
忠
（
あ
る
い
は
敬
）
、
父
は
慈
、
君
は
仁
。
君
臣
・
父

子
、
あ
い
対
す
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
に
道
徳
的
責
任
が
あ
る
こ
と

I

今
、
こ
れ
を
「
道
徳
の
相
務
性
」
と
呼
ぶ
|
|
'
が
、
こ
こ
に

明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
「
儒
家
の
諌
争
論
ー
そ
の
変

化
の
背
景
ー
」
『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』
四

0

一
九
七

四
年
）
と
し
て
い
る
。
森
氏
の
考
え
は
、
儒
家
に
お
い
て
、
こ
の

「
道
徳
の
相
務
性
」
に
よ
っ
て
、
臣
子
だ
け
で
な
く
君
父
に
も
道

徳
が
要
求
さ
れ
る
、
と
の
も
の
で
あ
る
。
双
務
性
と
言
う
か
ら
に

は
、
上
下
の
徳
目
が
共
に
同
程
度
の
強
制
力
や
規
範
性
を
有
し
て

い
て
初
め
て
双
務
的
（
注
7
)
と
言
え
よ
う
。
儒
教
系
文
献
に
お
い
て
、

各
各
の
人
間
関
係
の
分
に
応
じ
た
徳
目
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
見

ら
れ
る
場
合
、
そ
の
徳
目
は
当
然
そ
れ
ぞ
れ
が
規
範
的
命
題
で
あ

る
。
だ
が
、
『
孔
伝
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
四
つ
の
徳
目

は
、
同
程
度
の
強
制
力
や
規
範
性
を
有
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
上
の
二
例
の
記
述
形
式
で
あ
る
。

父
母
が
、
「
教
え
て
理
を
得
」
・
「
下
に
施
す
こ
と
厚
け
」
れ
ば
子

は
〈
孝
〉
を
行
い
、
君
が
、
「
寛
に
し
て
虐
な
ら
ざ
」
・
「
下
に
施

す
こ
と
厚
け
」
れ
ば
臣
は
〈
忠
〉
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
、
要
件

と
し
て
扱
わ
れ
る
の
は
常
に
上
位
者
の
徳
目
で
あ
り
、
そ
の
結
果

と
し
て
扱
わ
れ
る
の
は
常
に
下
位
者
の
徳
目
で
あ
る
。
条
件
節
で

述
べ
ら
れ
る
以
上
、
上
位
者
の
徳
目
は
実
行
さ
れ
な
い
可
能
性
も

存
在
す
る
が
、
も
し
実
行
さ
れ
れ
ば
、
必
然
的
に
下
位
者
の
徳
目

は
発
現
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
逆
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な

、。しつ
ま
り
、
こ
の
伝
で
は
、
上
位
者
が
〈
慈
〉
・
〈
恵
〉
を
与
え
る

か
ら
、
下
位
者
が
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
を
返
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

下
位
者
が
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
を
与
え
る
か
ら
、
上
位
者
が
〈
慈
〉
・
〈
恵
〉

を
返
す
と
い
う
設
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
下
位
者
が
〈
孝
〉
．
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〈
忠
〉
を
返
す
の
は
、
「
上
の
下
に
施
す
所
の
者
、
厚
」
い
か
ら
、

と
い
う
受
動
的
な
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
上
位
者
は
、
「
民

の
厚
き
に
従
」
う
性
質
を
利
用
し
て
、
〈
恵
〉
・
〈
慈
〉
を
厚
く
す

る
と
い
う
行
為
を
用
い
て
、
下
位
者
か
ら
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
を
引
き

出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
軸
に
お
け
る
行

動
選
択
の
権
利
は
上
位
者
に
の
み
存
在
す
る
も
の
で
、
下
位
者
は

常
に
受
動
的
で
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

つ
ま
り
、
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
と
い
う
徳
目
の
存
在
は
、
結
果
的
に

上
位
者
か
ら
の
〈
恵
〉
・
〈
慈
〉
を
誘
発
す
る
が
、
上
位
者
が
〈
恵
〉

•
〈
慈
〉
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
は
発
生
さ
せ
得
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
上
位
者
は
、
た
だ
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
を

誘
発
す
る
為
に
、
手
段
と
し
て
〈
恵
〉
・
〈
慈
〉
を
用
い
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
位
者
は
〈
慈
〉
・
〈
恵
〉
を
与
え

な
い
、
と
い
う
選
択
も
可
能
だ
が
、
与
え
た
場
合
は
、
下
位
者
の

側
が
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
を
返
さ
な
い
、
と
い
う
選
択
は
な
し
得
な
い

の
で
あ
る
（
注
8
)
。
ま
た
、
下
位
者
が
返
す
徳
目
が
上
位
者
の
施
す

徳
目
の
量
に
対
応
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
量
は
上
位
者
に
の
み
選

択
権
が
あ
り
、
下
位
者
に
は
な
い
。
下
位
者
が
多
量
の
〈
慈
〉
・
〈
恵
〉

を
上
位
者
か
ら
引
き
出
そ
う
と
し
て
、
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
の
量
を
調

節
す
る
、
と
い
っ
た
構
造
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
下
位
者
か
ら
の
徳
目
が
道
徳
的
義
務
と
し

て
の
み
下
位
者
に
課
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
上
位
者
か
ら
の

前
章
で
は
、
『
孔
伝
』
が
、
・
臣
・
父
・
子
の
四
者
に
、
そ
れ
ぞ

れ
対
置
さ
れ
る
相
手
に
対
す
る
徳
目
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
を
見

第
一
節
「
孝
」
か
ら
「
忠
」

第
二
章

徳
目
は
、
下
位
者
か
ら
の
徳
目
を
要
求
す
る
為
の
手
段
で
も
あ
る

と
考
え
得
る
。

『
孔
伝
』
に
お
い
て
、
こ
の
〈
孝
〉
と
〈
慈
〉
と
の
対
立
・
〈
忠
〉

と
〈
恵
〉
と
の
対
立
と
い
う
構
造
は
、
両
者
の
対
等
な
双
務
的
関

係
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
決
し
て
対
等
に
四
者
が
お
の

お
の
徳
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
訳
で
は
な
く
、
下
位
か
ら
の
徳
目

の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
上
位
が
そ
れ
ら
を
求
め
て
徳
を
施
す
こ

と
も
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
構
造
が
み
て
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
伝
に
み
ら
れ
る
限
り
、
上
位
者
の
徳
目
を
推

奨
す
る
機
能
と
し
て
、
〈
恵
〉
・
〈
慈
〉
が
下
位
者
か
ら
の
徳
目
を

要
求
す
る
た
め
の
資
格
を
得
る
手
段
で
も
あ
る
、
と
い
う
も
の
が

考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
上
に
例
示
し
た
箇
所
で
は
、
『
孔
伝
』

の
説
は
、
下
位
者
が
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
原
因

を
解
説
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
却
っ
て
上
位
者
の
徳
目

が
推
奨
さ
れ
る
理
由
の
説
明
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
孝
」
か
ら
「
忠
」

へ
の
傾
斜
の
様
相

へ
の
傾
斜
の
理
論
的
根
拠
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た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
徳
目
は
対
等
な
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

上
位
者
が
徳
目
を
実
行
す
る
こ
と
を
誘
導
す
る
た
め
に
、
下
位
者

の
徳
目
を
誘
発
す
る
と
い
う
利
益
誘
導
の
機
能
が
あ
る
こ
と
が
解

っ
た
。
で
は
、
残
っ
た
下
位
者
か
ら
の
徳
目
で
あ
る
〈
孝
〉
と
〈
忠
〉

と
に
は
ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を

考
え
る
た
め
に
、
先
ず
「
孝
」
と
「
忠
」
と
の
関
係
か
ら
見
て
ゆ

き
た
い
。
『
孝
経
』
の
説
く
と
こ
ろ
が
、
孝
か
ら
忠
へ
の
傾
斜
傾
向
を
持

っ
と
い
う
こ
と
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
傾
斜
傾
向
に
つ
い
て
、
『
孔
伝
』
は
ど
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
『
孔
伝
』
の
記
述
を
辿
り
な
が

ら
考
え
て
み
た
い
。
『
孔
伝
』
に
お
い
て
、
「
孝
」
が
「
忠
」
に
移

行
可
能
で
あ
る
と
す
る
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
な
箇
所
に
見
受
け

ら
れ
る
。【

経
】
子
日
く
、
君
子
は
親
に
事
う
る
に
孝
。
故
に
忠
を
ば

君
に
移
す
べ
し
。
（
広
揚
名
章
第
十
八
）

【
伝
】
能
く
親
に
孝
な
れ
ば
、
則
ち
必
ず
君
に
忠
な
り
。
忠

臣
を
求
む
る
は
必
ず
孝
子
の
門
に
於
い
て
す
る
な
り
。

【
経
】
兄
に
事
う
る
に
弟
。

（
広
揚
名
章
第
十
八
）

故
に
順
を
ば
長
に
移
す
べ
し
。

【
伝
】
の
兄
に
事
う
れ
ば
、
則
ち
必
ず
能
く
長
に
順

な
り
。
忠
は
孝
よ
り
出
で
て
、
順
は
弟
よ
り
出
づ
。
故
に

父
兄
に
事
う
る
の
忠
順
を
移
し
て
、
以
て
君
長
ベ

き
な
り
。

【
経
】
親
を
厳
に
し
、
兄
を
厳
に
す
。
（
閏
門
章
第
十
九
）

【
伝
】
礼
を
具
う
る
の
事
を
言
う
所
以
な
り
。
親
を
厳
に
す

る
は
孝
、
兄
を
厳
に
す
る
は
弟
。
孝
は
以
て
君
に
事
え
、

弟
は
以
て
長
に
事
う
。
而
し
て
忠
順
の
節
著
わ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
孔
伝
』
は
基
本
的
に
経
文
に
即
し
て
、
「
孝
」

を
「
忠
」
に
移
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
孝
と
忠
と
は
、
同

じ
く
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
徳
目
で
あ
り
、
「
孝
か
ら
忠
へ
の
移

行
」
に
つ
い
て
は
、
加
地
伸
行
氏
が
こ
の
二
つ
の
徳
目
を
共
同
体

的
感
情
と
見
て
、
「
共
同
体
的
感
情
の
移
行
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
な

わ
ち
父
母
か
ら
主
君
へ
、
孝
か
ら
忠
へ
と
移
っ
て
も
、
少
な
く
と

も
感
覚
的
に
は
矛
盾
し
な
い
。
」
（
「
『
孝
経
』
の
漢
代
に
お
け
る
思

想
的
位
置
」
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
二
集
平
成
二
年
）
と
し

て
い
る
よ
う
に
、
特
に
こ
の
移
行
に
感
覚
的
に
不
自
然
さ
は
感
じ

ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
孝
と
忠
と
は
、
父
子
関
係
．
君
臣
関
係
と
い
う
異
な
る

人
間
関
係
の
場
に
お
け
る
徳
目
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
理
論
的
に

(30) 
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は
、
孝
と
い
う
概
念
を
そ
の
ま
ま
君
臣
関
係
の
場
に
お
い
て
使
用

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
孝
を
忠
に
移
行
さ
せ
る

た
め
に
は
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
理
論
的
な
根
拠
を
提
示

す
る
必
要
が
あ
る
。
『
孔
伝
』
は
、
こ
の
根
拠
を
、
こ
れ
ら
の
徳
目

が
発
生
す
る
人
間
関
係
で
あ
る
父
子
関
係
と
君
臣
関
係
と
が
同
質

の
関
係
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
、
換
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
二
軸
の

人
間
関
係
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
。

【経】ま、
.~-— 

父
を
愛
す
る
と
母
と
同
じ
く
、

と
…
・:0

子
日
く
、
父
に
事
う
る
に
資
り
て
、
以
て
母
に
事
う
る

其
の
愛
同
じ
。
父
に
事
う
る
に
資
り
て
、
以
て
君
に
事

う
る
は
、
其
の
敬
同
じ
。
故
に
、
母
に
は
其
の
愛
を
取
り
て
、

君
に
は
其
の
敬
を
取
る
。
之
を
兼
ぬ
る
者
は
父
な
り
。
（
士
章

第
五
）

【
伝
】
…
…
言
う
こ
こ
ろ
は
、

君
を
敬
す
る
と
父
と
同
じ
、

『
孝
経
』
に
お
い
て
、
孝
が
「
愛
」
と
「
敬
」
と
を
前
提
と
し

て
い
る
こ
と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
『
孔
伝
』
も

経
に
沿
っ
た
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
経
及
び
『
孔
伝
』

は
「
敬
」
す
る
心
が
臣
か
ら
君
へ
の
感
情
と
し
て
も
あ
る
と
設
定

し
、
こ
の
「
敬
」
と
い
う
感
情
が
存
在
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て

父
子
関
係
と
君
臣
関
係
と
を
同
一
視
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
父
子

関
係
と
君
臣
関
係
と
が
同
質
の
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
父
に
対

し
て
〈
孝
〉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
、
君
に
対
し
て
〈
忠
〉

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
論
理
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
『
孝
経
』
経
は
、
父
と
君
と
に
対
す
る
「
敬
」
が
同
じ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
載
に
孝
と
忠
と
の
同
一
性
を
導
い
て
い
る

の
だ
が
、
何
故
父
と
君
と
に
対
し
て
同
じ
「
敬
」
が
発
生
す
る
の

か
、
と
い
う
問
題
意
識
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ

い
て
考
え
を
巡
ら
せ
れ
ば
、
両
者
に
対
す
る
「
敬
」
が
同
じ
に
な

る
た
め
に
は
、
君
と
父
と
に
対
し
て
「
敬
」
が
発
生
す
る
原
因
が

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
よ
う
。

以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

以
て
父
母
を
養
う
こ
と

こ
れ

【
経
】
是
の
故
に
、
親
之
を
生
錯
し
、

日
び
に
厳
に
す
。
（
聖
治
章
第
十
）

【
伝
】
之
を
育
て
る
者
は
父
母
な
り
。
故
に
其
の
父
母
を
敬
す

こ
こ

る
の
心
は
、
育
の
恩
よ
り
生
ず
。
是
を
以
て
、
其
の
父
母
を

愛
養
し
て
、
尊
厳
を
致
す
。

こ
こ
で
、
『
孔
伝
』
は
、
父
母
に
対
す
る
「
敬
」
を
発
生
さ
せ
る

因
は
「
育
の
恩
」
で
あ
る
と
設
定
し
て
い
る
（
注
9)°

「
恩
」
と
い
う

概
念
を
提
示
し
な
い
『
孝
経
』
経
と
は
異
な
り
、
『
孔
伝
』
は
、
た
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だ
「
敬
」
を
本
来
性
に
基
づ
く
感
情
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
「
恩
」

に
基
づ
い
た
も
の
と
し
て
そ
の
発
生
原
因
を
解
説
し
て
い
る
の
で

あ
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
、
川
島
武
宜
氏
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て

の
「
孝
」
」
（
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
家
族
制
度
』
岩
波
書
店

昭
和
三
十
二
年
）
に
お
い
て
、
日
本
の
孝
が
、
「
す
な
わ
ち
、
子

の
孝
の
義
務
の
根
拠
は
、
子
が
親
か
ら
恩
を
う
け
た
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
」
の
に
対
し
て
、
「
中
国
の
古
典
儒
教
に
お
い
て
は
、
孝

と
恩
と
の
か
よ
う
な
連
関
結
合
は
存
在
し
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。

氏
は
、
そ
の
論
拠
と
し
て
、
「
…
…
古
典
儒
教
の
句
に
お
い
て
は
、

父
母
の
大
き
な
い
つ
く
し
み
の
事
実
の
叙
述
、
或
は
さ
ら
に
進
ん

で
、
い
つ
く
し
み
の
義
務
が
説
か
れ
て
い
て
も
、
こ
れ
を
子
の
孝

の
条
件
と
す
る
と
い
う
思
想
は
存
在
し
な
い
。
い
な
、
か
り
に
親

が
不
慈
で
あ
っ
て
も
子
は
孝
の
義
務
を
お
う
と
い
う
こ
と
が
、

V

り
返
し
説
か
れ
て
い
る
（
傍
点
マ
マ
）
。
」
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
（
注
IO)°

こ
こ
で
氏
は
、
〈
慈
〉
と
「
恩
」
と
を
同
義
と
し
て
使

用
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
『
孔
伝
』
に
お
い
て
も
同
義
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
孔
伝
』
で
は
、
た
と
い
親
に

〈
孝
〉
を
誘
発
す
る
た
め
の
〈
慈
〉
が
な
く
と
も
、
そ
の
こ
と
が

即
ち
「
育
の
恩
」
が
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
〈
慈
〉
は
規
範
的

な
徳
目
で
あ
り
、
施
す
も
の
で
あ
る
。
「
育
の
恩
」
に
は
、
新
た
に

施
す
必
要
は
存
在
し
な
い
。
よ
っ
て
『
孔
伝
』
で
は
、
「
育
の
恩
」

こ

れ

み

ち

び

【
経
】
之
を
道
く
に
礼
楽
を
以
て
し
て
、

民
和
睦
す
。
（

オ

は
〈
慈
〉
に
含
ま
れ
な
い
別
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
川
島

氏
は
、
「
（
佐
野
注
：
：
．．
 

『
二
十
四
孝
』
に
）
た
だ
―
っ
と
し
て
、
親
の

恩
を
と
い
た
も
の
が
な
い
こ
と
に
注
意
」
（
川
島
氏
前
掲
書
）
と
す

る
が
、
親
が
子
を
生
み
育
て
た
と
い
う
「
育
の
恩
」
は
自
明
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
〈
慈
〉
と
い
う
親
の
徳
目
と
し
て
規
範
的
に
説
く
必

要
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
が
親
に
孝
を
尽
く
さ
ね

ば
な
ら
な
い
理
由
と
し
て
、
「
育
の
恩
」
が
あ
り
、
〈
慈
〉
は
、
実

際
生
活
上
に
お
い
て
子
の
〈
孝
〉
を
引
き
出
す
為
の
手
段
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。

上
の
伝
か
ら
、
『
孔
伝
』
に
お
い
て
は
、
〈
孝
〉
の
根
拠
が
「
報

墨
に
あ
る
か
は
兎
も
角
、
「
恩
」
が
「
孝
の
条
件
」
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
得
な
い
（
注
ll)0

こ
こ
ま
で
で
、
『
孔
伝
』
に
お
け
る
父
子
関
係
．
君
臣
関
係
と
い

う
二
軸
の
同
一
視
は
、
こ
の
二
軸
に
お
け
る
徳
目
を
導
く
「
敬
」

が
同
質
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
が
諒
解
せ
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
父
母
に
対
す
る
「
敬
」
が
「
育
の
恩
」

よ
り
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
父
と
君
と
に
対
す
る

「
敬
」
が
同
質
に
な
る
た
め
に
は
、
君
に
「
育
の
恩
」
に
相
当
す

る
「
恩
」
が
あ
り
、
更
に
そ
れ
ら
が
同
質
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
次
の
伝
に
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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章
第
八
）

こ

れ

こ

れ

【
伝
】
礼
は
、
以
て
之
を
強
教
し
、
楽
は
、
以
て
之
を
説
安
す
。

君
に
父
母
の
恩
柘
り
。
民
に
子
弟
の
敬
筍
り
…
…
（
傍
点

佐
野
）
。

『
孔
伝
』
が
説
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
君
は
父
母
と
同
様
の
「
恩
」

を
備
え
、
民
は
子
弟
と
同
様
の
「
敬
」
を
有
し
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
、
「
民
の
父
母
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
『
孔

伝
』
は
、
君
の
「
恩
」
と
父
母
の
「
恩
」
と
の
同
一
性
を
説
い
て

い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
『
孔
伝
』
で
は
、
君

の
備
え
る
「
恩
」
と
父
母
の
備
え
る
「
恩
」
と
の
同
質
性
が
証
明

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
君
に
対
す
る
「
敬
」
と
父
母
に
対
す
る
「
敬
」

と
の
同
質
性
が
導
か
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、
父
子
関
係
と
君
臣
関
係

と
の
同
一
視
が
達
成
さ
れ
、
さ
ら
に
「
孝
か
ら
忠
へ
の
移
行
」
が

可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
父
子
関
係
と
君
臣
関
係
と
を

同
質
性
に
よ
っ
て
結
ぶ
論
理
構
造
が
段
階
的
に
証
明
さ
れ
る
。
こ

の
証
明
に
よ
っ
て
孝
か
ら
忠
へ
の
移
行
の
理
論
的
根
拠
が
完
成
す

る
の
で
あ
る
（
下
図
）
。

従
来
、
自
然
な
感
情
と
し
て
感
情
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
「
孝

か
ら
忠
へ
の
移
行
」
を
、
『
孝
経
』
経
は
、
「
孝
悌
・
忠
順
の
中
に

愛
敬
と
い
う
普
遍
的
な
心
情
的
契
機
を
抽
出
し
、
君
臣
関
係
と
父

子
関
係
と
い
う
本
来
異
質
の
関
係
を
愛
敬
と
い
う
内
面
的
同
性

第
二
節
君
主
に
お
け
る
「
恩
」

を
槙
杵
と
し
て
再
結
合
」
（
渡
辺
慎
一
郎
氏
「
孝
経
の
制
作
と
そ
の

背
景
」
『
史
林
』
六
九
巻
一
号
昭
和
六
一
年
）
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
『
孔
伝
』
は
「
愛
敬
の
内
面
的
同
一
性
」
に
留
ま
ら
ず
、
さ

ら
に
「
恩
」
の
同
質
性
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
精

緻
に
「
孝
か
ら
忠
へ
の
移
行
」
の
理
論
的
根
拠
を
説
明
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

父
の
「
（
育
の
）
恩
」

父
へ
の
「
敬
」

ll
君
の

↑
 
II
君
へ
の

↑
 

父
子
関
係
II
君
臣
関
係

↑
 

孝

ll
忠

「敬」

「
（
禄
の
）
恩
」

以
上
の
よ
う
に
、
『
孔
伝
』
に
お
い
て
は
、
「
恩
の
同
質
性
」
を

設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
孝
か
ら
忠
へ
の
移
行
」
が
可
能
と
な

っ
た
が
、
こ
こ
で
―
つ
の
問
題
が
浮
上
す
る
。
現
実
に
、
君
に
は

「
育
の
恩
」
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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父
母
生
績
章
を
独
立
さ
せ
て
（
注
12)

「
育
の
恩
」
が
強
調
さ
れ
る
か

た
ち
を
採
る
『
古
文
孝
経
』
で
あ
る
が
、
こ
の
章
に
お
い
て
も
君

に
お
け
る
「
育
の
恩
」
の
不
在
と
い
う
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。

こ
れ

【
経
】
父
母
之
を
生
む
。
績
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
君
親

こ

れ

こ

れ

と
し
て
之
に
臨
む
。
厚
き
こ
と
焉
よ
り
重
き
は
莫
し
。
（
父
母

生
績
章
第
十
一
）

こ

れ

こ

れ

【
伝
】
績
と
は
、
功
な
り
。
父
母
の
子
を
生
む
、
之
を
撫
し
之

こ

れ

こ

れ

こ

れ

を
育
す
、
之
を
雇
し
之
を
復
す
、
攻
苦
の
功
、
焉
よ
り
大
い

な
る
者
な
き
な
り
。
君
親
の
愛
あ
り
て
、
其
の
子
を
臨
長
す
。

こ
れ

恩
情
の
厚
き
、
焉
よ
り
重
き
は
莫
き
な
り
。
凡
そ
上
の
下
に

施
す
所
の
者
厚
け
れ
ば
、
則
ち
下
の
上
に
報
い
る
も
亦
た
厚

し
。
厚
薄
の
報
、
各
お
の
其
の
施
す
所
に
従
う
。
薄
く
施
し

て
厚
く
餓
る
は
、
君
と
雖
も
之
を
臣
に
得
る
能
わ
ず
、
父
と

雖
も
子
に
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
民
の
厚
き
に
従
う
は
、
猶
お

飢
の
食
を
求
め
、
寒
の
衣
を
欲
す
る
が
ご
と
し
。
厚
け
れ
ば

こ

れ

こ

れ

則
ち
之
に
帰
し
、
薄
け
れ
ば
則
ち
之
を
去
る
は
、
由
り
て
然

る
有
る
な
り
。

こ
こ
で
、
経
は
父
母
の
「
績
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
『
孔

伝
』
は
そ
の
論
理
を
君
に
も
横
滑
り
さ
せ
て
両
者
を
同
列
に
論
じ

て
い
る
。
し
か
し
、
父
母
に
つ
い
て
は
、
「
父
母
の
子
を
生
む
、
之

を
撫
し
之
を
育
す
。
之
を
雇
し
之
を
復
す
。
攻
苦
の
功
、
焉
よ
り

大
い
な
る
者
な
き
な
り
」
と
し
て
、
そ
の
「
績
」
を
顕
彰
す
る
こ

と
を
惜
し
ま
な
い
『
孔
伝
』
で
あ
る
が
、
君
に
つ
い
て
は
そ
の
よ

う
な
「
育
の
恩
」
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
た
だ
、

恩
情
の
厚
さ
が
同
じ
で
あ
る
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
も
当
然

な
こ
と
で
あ
り
、
生
み
育
て
た
わ
け
で
は
な
い
君
に
「
育
の
恩
」

が
存
在
す
る
余
地
は
な
い
。

で
は
、
原
理
的
に
は
同
質
の
「
恩
」
を
持
ち
得
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
何
故
「
君
に
父
母
の
恩
有
り
」
と
し
て
君
に
父
母
と
同

質
の
「
恩
」
が
あ
る
と
し
て
人
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
君
に
は
「
爵
禄
を
与
え
る
」

と
い
う
こ
と
で
臣
に
「
恩
を
売
る
」
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
、
い
わ
ば
「
禄
の
恩
」
と
い
う
も
の
は
、
．
臣
の
双
方
か
ら

説
か
れ
て
い
る
。

【
経
】
故
に
、
孝
を
以
て
君
に
事
う
れ
ば
、
則
ち
忠
。
（
士
章
第

五）
【
伝
】
…
…
子
婦
孝
な
る
は
、
則
ち
親
の
安
ん
ず
る
所
な
り
。

能
＜
孝
を
尽
し
て
、
以
て
親
に
順
な
れ
ば
、
則
ち
親
に
当
た

る
。
親
に
当
た
れ
ば
、
則
ち
美
名
彰
ら
か
な
り
。
人
君
寛

に
し
て
虐
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
臣
下
忠
な
り
。
臣
下
忠
な

る
は
、
則
ち
君
の
用
う
る
所
な
り
。
能
＜
忠
を
尽
し
て
以
て
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上
に
事
う
れ
ば
、
則
ち
君
に
当
た
る
。

ち
爵
禄
至
る
…
…
。

君
に
当
た
れ
ば
、
則

【
経
】
忠
順
、
失
わ
ず
。
以
て
其
の
上
に
事
う
。
然
る
後
に
、

能
＜
其
の
爵
禄
を
保
ち
、
其
の
祭
祀
を
守
る
。
蓋
し
士
の
孝

な
り
。
（
士
章
第
五
）

【
伝
】
…
…
能
＜
其
の
爵
禄
を
保
ち
、
其
の
祭
祀
を
守
る
所
以

は
、
則
ち
其
の
忠
順
を
君
長
に
失
わ
ざ
る
を
以
て
が
故
な
り
。

前
章
に
も
挙
げ
た
こ
の
士
章
第
五
の
『
孔
伝
』
で
は
、
臣
が
「
能

＜
忠
を
尽
く
し
」
て
い
れ
ば
、
君
か
ら
爵
禄
が
与
え
ら
れ
る
、
と

い
う
こ
と
を
解
説
し
て
い
る
。
先
に
示
し
た
通
り
、
臣
に
は
〈
忠
〉

を
行
わ
な
い
、
と
い
う
選
択
肢
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
〈
忠
〉

を
尽
く
し
て
い
れ
ば
、
爵
禄
は
保
証
さ
れ
る
。
こ
の
、
君
臣
関
係

に
お
け
る
爵
禄
が
父
子
関
係
に
お
け
る
「
育
の
恩
」
に
相
当
し
、

二
軸
に
お
け
る
下
位
者
か
ら
の
徳
目
を
誘
発
す
る
と
い
う
構
造
の

同
質
性
を
形
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
士
章
の
伝
は
、
一
見
「
孝
」
と
「
忠
」
と
の
解
説
と
し
て

意
味
的
に
同
様
の
構
造
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
「
孝
」
に

対
す
る
報
酬
が
「
美
名
」
で
あ
り
、
「
忠
」
に
対
す
る
報
酬
が
「
爵

禄
」
で
あ
る
点
に
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
爵
禄
」
は
、
〈
忠
〉

を
捧
げ
る
対
象
で
あ
る
君
が
与
え
る
も
の
だ
が
、
「
美
名
」
は
孝
を

捧
げ
る
対
象
で
あ
る
父
が
あ
た
え
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
「
美
名
」
は
父
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
〈
孝
〉

に
対
応
す
る
「
恩
」
で
は
な
い
の
に
対
し
て
、
下
位
者
が
徳
目
を

行
な
っ
た
結
果
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
益
が
、
そ
の
徳
目
が

向
か
う
対
象
か
ら
与
え
ら
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
「
爵
禄
」
は
、

〈
忠
〉
に
対
応
す
る
「
恩
」
た
り
得
る
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
伝
は
、
「
育
の
恩
」
と
「
禄
の
恩
」
と
を
並
列
し

て
解
説
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
は
「
禄
の
恩
」
の
み

を
解
説
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
育
の
恩
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ

こ
れ

う
に
、
父
母
生
績
章
で
、
「
績
は
焉
よ
り
大
な
る
は
な
し
」
と
し
て

説
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
こ
と
さ
ら
に
説
く
必
要
は
な
い
。
そ
れ

に
対
し
て
、
「
禄
の
恩
」
は
、
「
育
の
恩
」
と
対
応
さ
せ
て
設
定
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
存
在
を
解
説
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
君
臣
関
係
で
は
、
「
恩
」
と
「
慈
」
と
を
別
概

念
と
す
る
父
子
関
係
と
は
異
な
っ
た
形
で
「
恩
」
を
設
定
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
視
点
を
変
え
て
君
の
方
向
か
ら
も
説
か
れ
て
い

る。

【
経
】
上
を
安
ん
じ
民
を
治
む
る
は
、

（
広
要
道
章
第
十
五
）

こ

【
伝
】
…
…
是
の
故
に
明
王
の
治
は
、

礼
よ
り
善
き
は
莫
し
。

こ
れ

等
礼
を
崇
び
て
以
て
之

(35) 
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前
章
で
、

当
た
り
、 第

一
節

第
四
章

こ
れ

を
顕
わ
し
、
爵
級
を
設
け
て
以
て
之
を
休
し
、

こ
れ

て
以
て
之
を
勧
む
。
政
成
る
所
以
な
り
。

が
発
生
し
、
〈
忠
〉

こ
の
〈
恵
〉
が
即
ち

徳
目
の
君
臣
関
係
に
お

こ
れ
は
、
君
か
ら
見
て
、
等
礼
・
爵
級
を
設
け
、
禄
賜
を
与
え
る

こ
と
が
「
治
」
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
「
禄
の
恩
」
に
よ
る
〈
忠
〉
の
誘
発
と
い
う
構
造

を
表
す
こ
と
は
疑
い
得
な
い
（
注
13)o

そ
う
し
て
、
「
明
王
」
の
こ
の
行
為
が
〈
恵
〉
の
具
体
的
な
行
動

に
相
当
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
予
想
で
き
よ
う
。
こ
う
し
て
、
爵

禄
を
与
え
る
、
と
い
う
行
為
は
〈
恵
〉
の
実
践
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
「
禄
の
恩
」
か
ら
〈
忠
〉

を
要
求
す
る
た
め
に
君
が
〈
恵
〉
で
あ
り
、

「
禄
の
恩
」
で
も
あ
る
（
注
14)
、
と
い
う
、

け
る
円
環
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

「
孝
」
の
規
範
的
命
題
た
る
所
以

〈孝〉

の
功
利
性

わ
か

禄
賜
を
班
ち

〈
忠
〉
に
対
す
る
報
酬
で
あ
る
「
爵
禄
」
が
「
恩
」
に

さ
ら
に
そ
れ
が
〈
恵
〉
で
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
〈
孝
〉
に
対
す
る
報
酬
で
あ
る
「
美
名
」

は
、
「
恩
」
に
は
当
た
ら
ず
〈
慈
〉
に
も
当
た
ら
な
い
。
で
は
、
士

章
の
『
孔
伝
』
で
並
列
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
美
名
彰
」
は
父

子
関
係
の
構
造
上
ど
う
い
っ
た
位
置
を
し
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
「
孝
か
ら
忠
へ
の
移
行
」
が
可
能
で
あ
る
か
ら
に
は
、
忠
が

規
範
的
命
題
で
あ
る
根
拠
も
孝
が
規
範
的
命
題
で
あ
る
根
拠
に
含

包
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
『
孔
伝
』
の
説
く
「
何
故
に
孝
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
か
の
理
由
」
（
津
田
左
右
吉
氏
『
儒
教
の
実
践
道
徳
』

岩
波
書
店
昭
和
十
三
年
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

津
田
氏
は
、
前
掲
書
に
お
い
て
、
「
儒
家
」
に
と
っ
て
孝
が
規
範

的
命
題
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
「
儒
家
が
孝
を
自
然
の
情
愛
の
現
は

れ
と
し
て
見
な
か
っ
た
。
」
た
め
孝
を
規
範
的
に
説
く
必
要
が
あ
っ

た
、
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
一
方
で
は
、
「
自
然
の
理
法
で
あ

り
人
の
性
で
あ
る
と
こ
ろ
に
求
め
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
」
と
し

な
が
ら
、
他
方
で
は
「
孝
を
い
ふ
に
当
つ
て
報
恩
を
説
い
て
ゐ
る

も
の
が
寧
ろ
少
い
こ
と
を
考
へ
る
と
、
こ
れ
は
さ
ほ
ど
重
要
視
せ

ら
れ
た
思
想
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
」
・
「
孝
を
功
利
的
（
自
己

自
身
の
事
功
と
名
利
と
を
目
的
と
す
る
と
い
ふ
意
味
で
の
）
に
見

た
も
の
」
と
の
異
な
っ
た
視
点
に
言
及
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
津

田
氏
に
よ
る
と
儒
家
は
、
孝
の
発
生
因
を
「
人
の
性
」
・
「
功
利
的
」

と
の
背
反
す
る
二
点
に
求
め
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

津
田
氏
の
言
は
、
「
儒
家
」
の
孝
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て

(36) 
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則
ち
忠
゜

【
経
】
故
に
、
孝
を
以
て
君
に
事
う
れ
ば
、

五）
【
伝
】
…
…
子
婦
‘
孝
な
る
ば
、
則
ち
親
の
安
ん
ず
る
所
な
り
。

能
＜
孝
を
尽
く
し
て
、
以
て
親
に
順
な
れ
ば
、
則
ち
親
に
当

た
る
。
親
に
当
た
れ
ば
、
則
ち
美
名
、
彰
ら
が
な
り
。
人
君

寛
に
し
て
虐
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
臣
下
忠
な
り
。
臣
下
忠

な
る
は
、
則
ち
君
の
用
う
る
所
な
り
。
能
＜
忠
を
尽
し
て
以

て
上
に
事
う
れ
ば
、
則
ち
君
に
当
た
る
。
君
に
当
た
れ
ば
、

則
ち
爵
禄
至
る
…
…
（
傍
点
佐
野
）
。

こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
「
孝
」
で
あ
れ
ば
「
美
名
彰
」
で
あ
り
、

「
忠
」
で
あ
れ
ば
「
爵
禄
至
」
と
い
う
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
と
い
う
徳
目
を
、
己
の
利
益
と
い
う
別

の
目
的
の
た
め
の
方
法
・
手
段
と
し
て
「
功
利
的
」
に
見
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
〈
孝
〉
と
「
名
」
と
の
関
係
は
、
『
孔
伝
』
に
お
い

マ
マ

て
も
開
宗
明
誼
章
第
一
を
は
じ
め
と
す
る
各
章
に
見
受
け
ら
れ
る

和
16)

。
津
田
氏
は
、
「
身
を
立
て
道
を
行
い
、
名
を
後
世
に
揚
げ
、

（
士
章
第

述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
孔
伝
』
に
も
あ
て
は
ま
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
、
『
孔
伝
』
に
お
い
て
、
「
美
名
彰
」
が
功

利
的
な
言
で
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
注
15)0

以
て
父
母
を
顕
す
は
、
孝
の
終
な
り
。
」
（
開
宗
明
誼
章
第
一
）
と

の
『
孝
経
』
経
の
記
述
を
「
功
利
的
」
と
し
、
「
文
字
の
上
で
は
こ

れ
は
孝
の
自
然
の
結
果
を
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
名
を
な
し
功
を

な
す
の
が
孝
で
あ
り
或
は
な
さ
ん
が
た
め
に
孝
を
す
る
と
い
ふ
の

で
は
な
か
ら
う
が
、
孝
を
い
ふ
に
つ
い
て
事
功
と
名
誉
と
を
想
は

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
人
口
に
膳
炎
し
た
経
に
対
す
る
『
孔
伝
』
は
、

【
伝
】
立
身
と
は
、
身
を
孝
に
立
つ
な
り
。
束
脩
し
て
徳
に
進

み
、
志
清
風
に
邁
き
、
六
藝
の
場
に
遊
び
、
無
過
の
地
に
踏

お
こ
た

み
、
乾
乾
と
し
て
日
に
競
い
、
夙
夜
解
ら
ず
、
其
の
孝
道
を

あ
ま
ね

行
い
、
声
誉
宣
く
聞
こ
え
、
父
母
当
時
に
尊
顕
し
、
子
孫

無
窮
に
光
栄
あ
り
。
此
れ
、
則
ち
孝
の
終
党
な
り
。

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
「
立
身
」
は
身
を
「
孝
」
に
立
て
る
こ
と
、

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
の
主
張
通
り
、
「
揚
名
」
は
「
以
て
父

母
を
顕
す
」
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
り
、
「
孝
」
の
内
容
と
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
『
孔
伝
』
の
疏
と
い
え
る
劉
絃
『
孝
経
述
議
』
で
は
、

あ
ま
ね

こ
こ
を
、
「
分
け
ら
く
、
声
誉
宣
く
父
母
の
上
に
於
い
て
聞
こ
ゆ
、

あ
き
ら

と
は
、
生
存
し
て
即
ち
顕
か
な
る
を
見
、
後
世
に
始
て
顕
か
な
る

に
非
ざ
る
を
欲
す
」
（
注
17)
と
し
て
、
よ
り
父
母
の
た
め
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
こ
の
「
揚
名
」
と
は
、
〈
孝
〉
を
手
段
と
し
て
見
た
場

合
の
目
的
に
当
た
る
も
の
で
は
な
く
、
〈
孝
〉
と
い
う
全
体
を
構
成

す
る
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
次
図
）
。

『
孔
伝
』
に
於
け
る
「
揚
名
」
は
、
「
孝
を
功
利
的
（
自
己
自
身

の
事
功
と
名
利
と
を
目
的
と
す
る
と
い
ふ
意
味
で
の
）
に
見
」
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
津
田
氏
の
「
孝
の
自
然
の
結
果
」
と
の

言
を
借
り
れ
ば
、
「
揚
名
」
は
、
〈
孝
〉
の
部
分
で
あ
る
と
同
時
に
、

〈
孝
〉
を
行
っ
た
結
果
で
も
あ
る
。
こ
の
「
揚
名
」
は
、
「
功
利
的
」

で
は
な
く
、
「
孝
の
自
然
の
結
果
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
「
子
婦
孝
」
な
ら
ば
「
美
名
顕
」
に
な
る
、
と
い
う
こ

と
か
ら
、
「
子
婦
孝
」
は
「
美
名
」
を
得
る
た
め
の
手
段
の
よ
う
に

〈孝〉

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
美
名
」
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
〈
孝
〉
の

部
分
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
美
名
顕
」
は
己
を
利
す
る
の
で
は
な
く
、

い
わ
ば
親
を
利
す
る
行
為
に
相
当

(11

〈
孝
〉
）
し
、
「
功
利
的
」

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
「
爵
禄
」
は
、
〈
忠
〉
を
行
わ
れ
る

対
象
で
あ
る
君
が
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
美
名
」
は
原
理
的

に
父
が
与
え
る
も
の
で
あ
る
は
ず
も
な
く
、
他
人
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
注
18)°

よ
っ
て
、
〈
慈
〉
を
構
成
す
る
部
分
と

は
な
り
得
な
い
。
こ
れ
が
、
「
爵
禄
」
と
異
な
る
処
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
功
利
的
」
な
記
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た

「
爵
禄
至
」
は
〈
恵
〉
に
含
包
さ
れ
、
「
美
名
彰
」
は
〈
孝
〉
に
含

包
さ
れ
る
、
と
い
う
異
な
っ
た
構
造
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
〈
孝
〉
が
〈
慈
〉
を
求
め
る
為
の
手
段
た
り
得
ず
、
「
美
名
」

を
求
め
る
手
段
で
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
『
孔
伝
』
に
お
い
て
は
、

〈
孝
〉
を
も
っ
て
、
己
の
利
益
に
対
す
る
手
段
と
し
て
利
用
可
能

で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
功
利
的
」
な
も
の
と
は
考
え
得

な
い
の
で
あ
る
。

〈孝〉

の
発
生
因

此
処
ま
で
で
、
『
孔
伝
』
に
お
い
て
は
、
孝
が
他
の
目
的

(II
己

の
利
益
）
の
手
段
と
し
て
の
功
利
性
も
、
対
置
さ
れ
る
父
へ
の
働

き
か
け
と
し
て
の
功
利
性
も
有
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
諒

第
二
節

(38) 
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解
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
津
田
氏
の
言
う
、
「
自
然
の
理
法

で
あ
り
人
の
性
で
あ
る
と
こ
ろ
」
と
、
「
恩
」
と
の
関
係
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
天
性
」
と
〈
孝
〉
と
の
関
係
に
関
し
て
、
林
安
弘
氏
『
儒
家

孝
道
思
想
研
究
』
（
文
津
出
版
社
一
九
九
二
年
）
は
、
聖
治
章
の

「
天
地
之
性
、
人
為
貴
。
人
之
行
、
莫
大
於
孝
。
」
と
「
父
子
之
道
、

天
性
也
。
」
と
を
挙
げ
て
、
「
こ
の
両
句
は
明
白
に
孝
が
天
性
よ
り

出
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
経
に
対
す
る
『
孔
伝
』
を
見
て
み
る
。

【
経
】
子
日
く
、
天
地
の
性
は
、
人
を
貴
し
と
為
す
。
人
の
行

い
は
、
孝
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
（
聖
治
章
第
十
）

【
伝
】
性
と
は
、
生
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
凡
そ
、
天
地
の

間
に
生
ま
れ
、
気
を
含
む
の
類
に
、
人
最
も
其
の
尊
き
者
な

り
。
君
臣
上
下
の
誼
を
正
し
、
父
子
兄
弟
夫
妻
の
道
を
篤
く

す
。
男
女
内
外
、
疏
数
の
節
を
弁
じ
、
福
慶
を
章
明
し
、
示

す
に
廉
恥
を
以
て
す
。
貴
と
為
る
所
以
な
り
。
孝
と
は
徳
の

本
、
教
の
由
り
て
生
ず
る
所
な
り
。
故
に
人
の
行
は
孝
よ
り

大
な
る
は
算
し
。

こ
の
伝
で
は
、
「
性
と
は
生
な
り
」
と
し
て
お
り
、
経
の
い
う
「
天

地
之
性
」
が
、
即
ち
「
天
性
」
（
注
19)

で
あ
る
と
は
し
て
い
な
い
。

「
天
地
の
間
に
生
ま
れ
、
気
を
含
む
の
類
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ

r

つ
（
注
20)0

【
経
】
子

十
一
）

【
伝
】
言
う
こ
こ
ろ
は
、
父
慈
に
し
て
教
へ
、
子
愛
に
し
て
簸

む
。
愛
敬
の
情
中
心
よ
り
出
づ
゜
乃
ち
其
の
天
性
に
し
て
、

因
て
篤
く
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。

こ
ち
ら
は
、
伝
に
「
天
性
」
な
る
語
が
出
て
お
り
、
明
ら
か
に

『
孔
伝
』
が
天
性
に
つ
い
て
語
っ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
愛

敬
の
情
が
中
心

(II
衷
心
）
よ
り
出
る
こ
と
が
、
即
ち
天
性
で
あ

る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
提
と
し
て
存
在
す
る
「
天

性
」
よ
り
〈
孝
〉
が
発
生
す
る
訳
で
は
な
く
、
「
愛
敬
」
が
中
心
よ

り
出
る
と
い
う
関
係
を
こ
そ
「
天
性
」
と
名
付
け
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
こ
の
関
係
は
、
さ
ら
に
次
の
伝
で
続
き
が
語
ら
れ
る
。

マ
マ

【
経
】
君
臣
の
誼
な
り
。
（
父
母
生
績
章
第
十
一
）

【
伝
】
親
愛
、
相
い
加
う
れ
ば
、
則
ち
父
子
の
恩
為
り
。
之
を

尊
敬
す
れ
ば
、
則
ち
君
臣
の
誼
た
り
。
此
れ
又
、
兼
ぬ
る
こ

と
を
為
す
所
以
の
事
な
り
。

日
く
、

父
子
の
道
は
天
性
な
り
。

（
父
母
生
績
章
第
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こ
こ
で
、
『
孔
伝
』
は
、
親
愛
を
互
い
に
加
え
れ
ば
「
父
子
の
恩
」

が
発
生
す
る
、
と
説
く
。
当
条
『
孝
経
述
議
』
は
、
「
此
れ
則
ち
、

た
め

天
情
は
相
い
愛
し
、
而
し
て
其
の
為
に
善
か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
」

と
し
て
お
り
、
劉
妓
に
従
え
ば
、
「
親
愛
、
相
い
加
う
」
こ
と
が
「
父

子
の
恩
」
を
発
生
さ
せ
る
、
と
い
う
構
造
も
「
天
性
」
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

孝
の
発
生
因
を
考
え
る
際
、
「
天
性
」
に
求
め
る
、
と
い
う
考
え

と
、
前
節
で
述
べ
た
「
恩
」
に
求
め
る
、
と
い
う
考
え
と
は
、
一

見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
「
天
性
」
が
〈
孝
〉
を
生
み
出

す
構
造
の
名
称
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
矛
盾
は
生
じ
な
い
。

『
孔
伝
』
は
、
〈
孝
〉
自
体
を
「
天
性
」
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

親
の
「
恩
」
に
対
し
て
〈
孝
〉
が
発
生
す
る
と
い
う
構
造
を
こ
そ

「
天
性
」
と
し
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
天
性
」
は
構

造
で
あ
り
、
「
恩
」
は
「
天
性
」
の
部
分
で
あ
る
と
言
え
る
。
つ
ま

り
、
こ
れ
ま
で
線
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
『
孔
伝
』
に
お
い
て
は
、

〈
孝
〉
は
、
「
育
の
恩
」
か
ら
発
生
す
る
と
言
え
よ
う
が
、
そ
の
発

生
原
因
を
論
じ
る
際
に
「
恩
」
と
「
天
性
」
と
を
同
じ
次
元
に
お

い
て
比
較
す
る
必
要
は
な
い
。
「
恩
」
か
ら
〈
孝
〉
が
発
生
す
る
と

い
う
―
つ
の
現
象
を
、
構
造
全
体
を
取
り
上
げ
る
か
部
分
を
取
り

上
げ
る
か
に
よ
っ
て
生
じ
た
違
い
で
あ
る
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
「
恩
」
よ
り
〈
孝
〉
が
発
生
す
る
構
造
が
「
天
性
」
で

あ
る
の
な
ら
、
〈
孝
〉
は
、
「
報
恩
」
と
い
う
規
範
的
命
題
と
は
多

少
異
な
る
も
の
と
な
る
。
子
は
、
親
に
「
恩
」
が
あ
る
か
ら
〈
孝
〉

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
親
が
生
ん
で
く
れ
た

と
い
う
「
恩
」
に
対
し
て
「
天
性
」
と
し
て
〈
孝
〉
を
持
つ
の
で

あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
『
孔
伝
』
は
、
〈
孝
〉
を
「
恩
」
を
条

件
と
す
る
特
殊
な
徳
目
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
そ
の
発
生
を
「
天

性
」
と
絡
め
て
「
普
遍
的
な
道
徳
原
理
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
孔
伝
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
偽
書
た
る
こ
と
を
論

ず
る
に
止
ま
り
、
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
論
じ
た
も
の
が
少
な

か
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
孔
伝
』
に
お
け
る
忠
孝
観
を
、
特
に
父
・

君
・
子
・
臣
の
四
者
の
人
間
関
係
に
お
け
る
相
互
の
関
係
に
焦
点
を

当
て
て
考
察
し
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ

る。
従
来
、
『
孝
経
』
の
説
く
徳
目
に
つ
い
て
は
、
下
位
者
か
ら
上
位

者
へ
の
徳
目
で
あ
る
孝
と
忠
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
『
孔
伝
』
で
は
、
上
位
者
か
ら
下
位
者

へ
向
か
う
徳
目
を
設
定
し
、
双
方
向
的
な
視
点
が
窺
わ
れ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
徳
目
の
う
ち
、
上
位
者
の
徳
目
で
あ
る
〈
恵
〉
・
〈
慈
〉

お
わ
り
に
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が
推
奨
さ
れ
る
要
因
と
し
て
、
〈
恵
〉
・
〈
慈
〉
に
下
位
者
か
ら
の

徳
目
で
あ
る
〈
忠
〉
・
〈
孝
〉
を
誘
発
す
る
為
の
手
段
と
し
て
用
い

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
機
能
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る。
『
孝
経
』
に
お
い
て
「
孝
の
忠
へ
の
移
行
」
が
な
さ
れ
て
い
る

た
め
、
忠
の
発
生
原
因
は
孝
の
そ
れ
に
内
包
さ
れ
る
。
『
孔
伝
』
に

お
け
る
「
孝
か
ら
忠
へ
の
移
行
」
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
は
、
父

子
関
係
と
君
臣
関
係
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
子
と
臣
と
は
、
父
と
君
と
に
対
し
て
同
質
の
「
恩
」
を
有

し
て
お
り
、
そ
の
「
恩
」
が
「
敬
」
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
「
敬
」

か
ら
〈
孝
〉
・
〈
忠
〉
と
い
っ
た
徳
目
が
発
生
す
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
父
が
「
育
の
恩
」
を
有
し
、
君
は
臣
に
爵
禄
を
授
け
る

と
い
う
擬
似
的
な
「
育
の
恩
」
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者

の
「
恩
」
の
同
質
性
が
成
立
す
る
。
こ
の
爵
禄
を
授
け
る
と
い
う

行
為
は
、
そ
れ
自
体
が
君
の
徳
目
で
あ
る
〈
恵
〉
に
相
当
す
る
。

こ
こ
に
、
「
恩
」
が
〈
忠
〉
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
〈
忠
〉
を
誘
発
す

る
為
に
行
う
〈
恵
〉
が
ま
た
「
恩
」
で
も
あ
る
、
と
い
う
君
臣
関

係
間
の
徳
目
に
お
け
る
円
環
関
係
が
見
受
け
ら
れ
る
（
下
図
）
。

孝
を
推
奨
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
〈
孝
〉
を
己
の
利
益
目
的
の

為
の
手
段
と
し
て
考
え
る
、
と
い
っ
た
功
利
性
は
見
受
け
ら
れ
な

‘。＞ヽ

以
上
よ
り
二
軸
の
人
間
関
係
を
比
較
し
て
み
る
と
、
上
位
者
か

ら
与
え
ら
れ
る
「
恩
」
が
下
位
者
か
ら
の
徳
目
の
実
行
を
誘
発
す

る
、
と
い
う
点
は
両
者
共
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
父
子
関
係

に
お
い
て
は
、
親
子
で
あ
る
以
上
、
「
育
の
恩
」
は
前
提
と
し
て
存

在
す
る
。
そ
こ
で
、
後
に
父
が
与
え
る
〈
慈
〉
は
、
子
か
ら
の
〈
孝
〉

の
発
生
を
調
節
す
る
と
い
う
機
能
を
は
た
す
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

子
が
「
孝
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
美

名
」
は
、
他
人
よ
り
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
〈
孝
〉
に
包
摂
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
父
子
関
係
は
「
育
の
恩
」
と
い

う
前
提
条
件
の
存
在
に
よ
り
、
安
定
し
た
関
係
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
君
臣
関
係
は
、
前
提
条
件
と
し
て
の
「
育
の
恩
」

が
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
「
禄
」
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
擬
似

的
な
「
育
の
恩
」
と
し
、
臣
か
ら
の
〈
忠
〉
を
誘
発
し
て
い
る
。

「
禄
」
を
与
え
る
こ
と
は
、
君
か
ら
の
〈
恵
〉
に
包
摂
さ
れ
る
で

父
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あ
ろ
う
か
ら
、
「
禄
」
か
つ
「
恩
」
か
つ
〈
恵
〉
と
い
う
構
造
と
な

り
、
完
全
に
は
父
子
関
係
と
擬
似
的
な
関
係
構
造
に
な
っ
て
は
い

な
い
。
「
育
の
恩
」
と
い
う
前
提
条
件
を
持
た
な
い
君
は
、
臣
に
対

し
て
〈
恵
〉
と
し
て
発
現
す
る
「
禄
の
恩
」
を
与
え
続
け
ね
ば
な

ら
ず
、
『
孔
伝
』
に
お
い
て
も
、
君
臣
関
係
は
父
子
関
係
と
比
べ
て

安
定
性
に
欠
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

以
上
の
よ
う
に
、
『
孔
伝
』
に
は
父
子
関
係
と
君
臣
関
係
と
を
同

一
視
す
る
論
理
が
み
ら
れ
る
訳
だ
が
、
そ
の
想
定
さ
れ
る
二
軸
の

構
造
は
全
く
同
質
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
、
本
来
異
な
っ

た
人
間
関
係
で
あ
る
二
軸
の
す
り
あ
わ
せ
の
限
界
と
も
考
え
ら
れ

よ
う
。ま
た
、
『
孔
伝
』
は
徳
目
を
た
だ
個
別
に
自
存
し
得
る
規
範
的
命

題
と
し
て
説
く
の
で
は
な
く
、
徳
目
間
に
『
孔
伝
』
独
自
の
相
互

の
関
係
構
造
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
徳
目
の
発
生
因
・
規
範

的
命
題
で
あ
る
所
以
も
解
説
し
て
お
り
‘
―
つ
の
完
結
し
た
徳
目

間
の
関
係
構
造
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
孝
を
中
心
と
す
る
徳
目
間
の
関
係
を
考
察
す
る
に

あ
た
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
徳
目
の
実
践
の
際
に
お
け
る
現
実
対
象
と

し
て
の
側
面
は
捨
象
し
、
『
孔
伝
』
内
部
に
お
い
て
理
論
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
た
認
識
対
象
と
し
て
の
側
面
の
み
考
察
し
た
。
今
後
は
、

注
現
実
対
象
と
し
て
の
徳
目
に
対
す
る
考
察
を
含
め
た
、
『
孔
伝
』
の

体
系
的
な
理
解
を
進
め
る
作
業
を
課
題
と
し
た
い
。

(
1
)

以
上
の
記
述
は
、
『
隋
書
』
経
籍
志
・
『
経
典
釈
文
』
序
録
・
『
四
庫

全
書
総
目
提
要
』
経
部
孝
経
類
等
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

(
2
)

「
『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
偽
書
説
に
つ
い
て
」
（
『
待
兼
山
論
叢
』
哲

学
篇
第
三
四
号
平
成
十
二
年
）

(
3
)

加
地
伸
行
氏
は
、
孝
を
「
祖
先
祭
祀
（
過
去
）
・
親
へ
の
敬
愛
（
現

在
）
・
子
孫
継
嗣
（
未
来
）
の
三
者
を
一
っ
と
す
る
生
命
の
連
続
と
し

て
の
孝
と
い
う
概
念
」
（
「
『
孝
経
』
の
漢
代
に
お
け
る
思
想
的
位
置

—
宗
教
性
か
ら
礼
教
性
ヘ
ー
」
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
二
集
平

成
二
年
）
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
概
念
と
し
て
の
孝

（
本
稿
で
父
よ
り
子
へ
の
徳
目
の
発
現
形
態
と
し
て
設
定
す
る
〈
孝
〉

と
は
別
に
）
を
、
こ
の
う
ち
の
「
親
へ
の
敬
愛
（
現
在
）
」
と
い
う
限

定
し
た
意
味
で
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
4
)

「
忠
」
に
は
各
時
代
に
よ
っ
て
、
ま
た
各
文
献
に
よ
っ
て
様
々
な
性

格
付
け
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
概
念
は
一
定
で
は
な
い
。
本
稿
で

は
、
概
念
と
し
て
の
忠
を
（
本
稿
で
臣
よ
り
君
へ
の
徳
目
の
発
現
形

態
と
し
て
設
定
す
る
〈
忠
〉
と
は
別
に
）
、
加
地
氏
の
「
『
孝
経
』
が

言
う
忠
と
は
、
君
と
士
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
君
と
実
務
官
僚
で
あ
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る
士
と
の
関
係
、
つ
ま
り
君
臣
関
係
と
言
っ
て
も
、
限
定
的
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
・
「
仕
え
て
い
る
主
君
（
あ
る
い
は
そ
の
家

族
）
に
対
す
る
道
徳
（
雇
い
主
へ
の
道
徳
）
と
い
う
私
的
な
も
の
」
（
加

地
氏
前
掲
論
文
）
と
い
う
解
釈
に
従
っ
て
使
用
す
る
。

(
5
)
『
孔
伝
』
に
つ
い
て
は
、
太
宰
純
校
本
（
紫
芝
園
蔵
版
享
保
十
七

年
）
を
用
い
る
。

(
6
)
本
稿
で
は
、
「
君
主
中
心
的
」
か
ど
う
か
を
考
え
る
際
に
、
臣
下
の

み
が
君
主
に
対
し
て
片
務
的
な
道
徳
義
務
を
有
す
る
か
ど
う
か
、
と

い
う
観
点
を
使
用
し
て
い
る
。

(
7
)
本
稿
で
は
、
「
双
務
的
」
と
の
語
を
、
関
係
間
の
当
事
者
双
方
が
、

対
方
の
責
務
に
対
応
し
て
等
価
な
責
務
を
有
す
る
、
と
い
っ
た
意
味

と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
な
お
、
「
相
務
性
」
と
の
語
も
、
同
様
の
意

だ
と
解
し
た
。

(
8
)
磯
野
誠
一
・
磯
野
富
士
子
両
氏
の
「
親
心
は
親
の
持
つ
べ
き
心
が
け

で
あ
る
が
、
子
が
親
に
対
し
て
そ
れ
を
求
め
る
権
利
は
な
い
（
傍
点

マ
マ
）
。
」
（
『
家
族
制
度
ー
淳
風
美
俗
を
中
心
と
し
て
ー
』
岩
波
書

店
昭
和
三
十
三
年
）
と
の
言
は
こ
の
よ
う
な
父
子
関
係
を
巧
く
表

現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(
9
)

こ
こ
で
、
経
が
「
生
育
」
と
し
な
が
ら
、
伝
で
は
「
育
の
恩
」
と

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
父
母
の
子
を
生
む
や
、
之
を
撫
し
之

を
育
す
。
之
を
雇
し
之
を
復
す
。
攻
苦
の
功
、
焉
よ
り
大
い
な
る
者

な
き
な
り
。
君
親
の
愛
あ
り
て
、
其
の
子
を
臨
長
す
。
恩
情
の
厚
き
、

焉
よ
り
重
き
は
莫
き
な
り
。
」
（
父
母
生
績
章
第
十
一
）
と
の
伝
が
あ

り
、
ま
た
、
当
条
『
孝
経
述
議
』
が
「
父
母
を
敬
す
る
の
心
は
、
乃

ち
生
み
て
之
を
育
て
る
の
恩
な
り
」
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
生
ん
で
貰

っ
た
と
い
う
恩
も
含
む
と
解
す
る
こ
と
と
す
る
。

(10)

川
島
説
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
加
地
伸
行
氏
「
中
江
藤
樹
の
孝

ー
川
島
武
宜
・
守
本
順
一
郎
両
氏
の
解
釈
に
つ
い
て
ー
」
（
『
史
学
雑
誌
』

第
八
五
篇
六
号
昭
和
五
一
年
後
に
『
中
国
思
想
か
ら
み
た
日

本
思
想
研
究
』
吉
川
弘
文
館
昭
和
六

0
年
）
等
の
反
論
が
あ
る
が
、

本
稿
で
は
『
孔
伝
』
に
限
定
し
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

(11)

川
島
氏
の
言
は
、
「
日
本
儒
教
的
な
孝
」
と
「
中
国
の
古
典
儒
教
」

と
の
比
較
で
あ
る
。
古
典
と
の
言
莱
が
何
を
指
す
の
か
は
判
然
と
し

な
い
が
、
『
二
十
四
孝
』
を
例
示
と
し
て
使
用
し
て
い
る
な
ど
、
時
代

性
は
余
り
考
慮
に
い
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(12)
『
今
文
孝
経
』
で
聖
治
章
第
九
と
さ
れ
て
い
る
部
分
が
、
『
古
文
孝

経
』
で
は
、
聖
治
章
第
十
・
父
母
生
績
章
第
十
一
・
孝
優
劣
章
第
十
二

の
三
章
に
別
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
今
文
孝
経
』
の
「
父
母
之
を
生
む
。

こ
れ

続
く
こ
と
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
」
（
聖
治
章
第
九
）
部
は
『
古
文

こ
れ

孝
経
』
で
は
「
父
母
之
を
生
む
。
績
は
、
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
」

（
父
母
生
績
章
第
十
一
）
と
あ
り
、
明
ら
か
な
異
同
が
見
ら
れ
る

(13)
当
条
『
孝
経
述
謡
』
に
よ
れ
ば
、
等
礼
は
公
侯
に
、
爵
級
は
卿
大

夫
に
、
禄
賜
は
下
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
君
を
安
ん
ず
と
云
わ

ず
、
上
を
安
ん
ず
と
云
う
は
、
上
と
言
え
ば
則
ち
下
有
り
、
民
と
言

(43) 
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え
ば
則
ち
君
有
り
、
互
に
相
見
わ
す
な
り
。
」
と
あ
り
、
上
下
・
君
民

と
い
っ
た
二
項
対
立
を
設
定
し
た
言
で
あ
ろ
う
か
ら
、
理
念
的
に
大

き
く
君
臣
関
係
と
し
て
差
し
障
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

(14)

父
子
関
係
に
お
い
て
は
、
「
恩
」
が
あ
る
か
ら
〈
孝
〉
を
行
わ
ね
ば

な
ら
ず
、
そ
の
〈
孝
〉
を
引
き
出
す
為
に
〈
慈
〉
を
用
い
る
、
と
い

う
前
後
関
係
を
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
君
臣
関
係

に
お
い
て
は
、
〈
恵
〉
と
「
恩
」
と
が
同
一
の
行
為
を
含
む
と
す
る
と
、

〈
忠
〉
を
挟
ん
で
の
時
間
的
前
後
関
係
は
設
定
不
能
と
な
る
。
『
孔
伝
』

で
設
定
さ
れ
て
い
る
人
間
関
係
は
、
徳
目
を
媒
介
と
し
て
、
あ
る
程

度
自
存
し
た
円
環
関
係
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、

そ
の
内
部
の
因
果
に
時
間
的
な
前
後
関
係
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

(
1
5
)
本
稿
で
は
、
「
功
利
的
」
と
の
語
を
、
「
己
の
利
益
と
い
う
目
的
の

手
段
と
な
る
」
と
い
っ
た
意
味
と
し
て
解
し
て
い
る
。

(
1
6
)
他
に
、
士
章
第
五
に
「
美
名
彰
」
・
「
揚
名
顕
父
母
」
・
応
感
章
第
十

七
に
「
脩
行
揚
名
」
・
広
揚
名
章
第
十
八
に
「
揚
名
於
後
世
」
．
諫
争

章
第
二
十
に
「
安
親
揚
名
」
と
の
伝
が
あ
る
。
た
だ
、
劉
妓
『
孝
経

述
巖
』
に
依
る
と
、
士
章
の
「
揚
名
顕
父
母
」
に
対
し
て
、
「
首
章
言

う
所
を
明
ら
か
に
す
、
名
を
後
世
に
揚
げ
、
以
て
父
母
を
顕
わ
す
と

こ
れ

は
、
諸
章
皆
是
な
り
。
」
と
あ
り
、
他
の
伝
に
も
同
様
の
意
の
文
章

が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
よ
り
、
こ
れ
ら
の
伝
の
意
は
開
宗
明
誼
章

第
一
の
伝
の
意
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

(
1
7
)
『
孝
経
述
議
』
に
つ
い
て
は
、
林
氏
に
よ
る
復
原
本
（
『
孝
経
述
鏃

復
原
に
関
す
る
研
究
』
文
求
堂
書
店
昭
和
二
十
八
年
）
を
用
い
た
。

(
1
8
)
邪
晨
『
孝
経
注
疏
』
は
、
開
宗
明
誼
章
第
一
に
お
い
て
、
「
…
…
（
佐

野
注
…
…
皇
侃
）
又
、
引
け
ら
く
、
哀
公
問
の
、
孔
子
対
え
て
日
<
‘

君
子
な
る
者
は
、
人
の
成
名
な
り
。
百
姓
之
に
帰
し
、
名
づ
け
て
之

を
君
子
の
子
と
謂
う
。
是
れ
、
其
の
親
を
し
て
君
子
た
ら
し
む
る
な

り
、
と
称
す
る
を
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
論
語
』
に
「
日
く
、

宗
族
孝
を
称
し
、
郷
党
弟
を
称
す
。
」
（
子
路
篇
）
と
あ
る
の
が
参
考

と
な
ろ
う
。

(
1
9
)
本
稿
で
は
、
「
天
性
」
・
「
天
地
之
性
」
等
の
語
を
、
生
得
的
な
も
の

と
い
う
観
点
で
同
義
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

(20)

当
条
『
孝
経
述
鏃
』
に
は
、
「
物
生
じ
、
而
し
て
各
お
の
其
の
性

有
り
。
故
に
性
生
為
る
な
り
…
…
。
万
物
、
天
地
の
生
む
所
。
」
と

あ
る
。

(44) 


